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バ
ラ
の
女
王
ら
を
招
待
へ

　
　
　
　
2
0
0
6
年
度
総
会
で
決
定

　
　
第
1
次
・
2
次
訪
問
団
の
派
遣
も

Ｈ Ｉ Ｒ Ｏ Ｓ Ｈ Ｉ ＭＡ －Ｂ Ｕ Ｌ Ｇ Ａ Ｒ Ｉ Ａ 　 Ａ Ｓ Ｓ Ｏ Ｃ Ｉ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

ば ら と ヨ ー グ ル ト と 世界遺産を 有す る 東欧の 国

　　

神様がくれた国･ブルガリア

広
島
市
二
葉
公
民
館
の
調
理
実
習
室
で

第
2
回

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室

」

４月８日

　ひろしま・ブルガリア協会は、4月8日（土）午前
9時から、広島市留学生会館の料理実習室で、
2006年度・総会を記念して、第2回の「ブルガリ
ア料理教室と同料理を楽しむ会」を行いました。
これには、多数の会員やサポーターが参加し、
米山栄子理事と佐藤佳代子幹事を中心にブル
ガリア料理に挑戦。出来上がった同料理に舌鼓
を打ちました。（関連４面）。

4月8日

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

(

会
長
・
海
生
直
人
広
島
修
道
大
学

教
授

)

は

、
4
月
8
日

(

土

)

午
後

か
ら

「
2
0
0
6
年
度
・
総
会

」
を

広
島
市
留
学
生
会
館
で
開
催
し
ま
し

た

。
同
窓
会
で
は

、
0
5
年
度
の
活

動
と
会
計
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も

に

、
０
６
年
度
の
活
動
方
針
や
予
算

を
採
択
し
て

、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た

。

　
来
賓
と
し
て
は

、

(

財

)

ひ
ろ
し

ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
正
善
事

務
局
長

、
広
島
市
国
際
交
流
課
の
松

本
良
徳
担
当
課
長

(

代
理

)

、
同
会

館
の
田
中
春
彦
館
長
ら
が
参
加
し

、

温
か
い
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た

。

(
関
連
2

、
3
面

)

　
総
会
は

、
高
丸
晃
理

事
の
司
会
で
進
め
ら

れ

、
ま
ず
海
生
会
長
が

挨
拶
に
立
ち

、
昨
年
7

月
に
創
設
さ
れ
て
協
会

の
活
動
の
一
端
を
紹
介

し
な
が
ら

、
今
後
さ
ら

に
地
道
な
活
動
を
展
開

し
た
い
と
決
意
を
披
瀝

し
ま
し
た

。

　
次
い
で

、

(

財

)

ひ

ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

の
佐
々
木
事
務
局
長

、

広
島
市
の
国
際
交
流
担

当
課
長
の
松
本
担
当
課

長
代
理
の
立
通
敦
子
主

事

、
同
会
館
の
田
中
館

地道な活動をとあいさつする海生会長

　
第
2
回

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理

教
室

」
に
は

、
約
２
０
人
の
男

女
が
参
加

。
米
山
榮
子
理
事

、

佐
藤
佳
代
子
幹
事
ら
の
指
導
を

受
け
な
が
ら

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
料

理
の
代
表
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
肉

と
卵
な
ど
の
煮
物
・
カ
ヴ

ァ
ル

マ
や
野
菜
サ
ラ
ダ

、
な
す
の
揚

げ
物
と
チ
ー
ズ
和
え
な
ど
5
品

を
つ
く
り
ま
し
た

。

エプロン姿で料理をするメンバー

０６年度総会であいさつする広島市留学生会館の田中館長

(

松
尾
健
司
理
事

)

、

さ
ら
に
0
6
年
度
活
動

方
針
案

（
今
村
同

）
、

予
算
案

(

福
本
尚
子
理

事

)

が
発
表
さ
れ

、
質

疑
応
答
を
得
て

、
全
て

が
採
択
さ
れ
ま
し
た

。

　
続
い
て

、
佐
々
木
典

明
代
表
理
事
の
挨
拶

、

バ
ラ
の
女
王
と
　
異
本

後
弁
論
大
会
優
勝
者
の

招
へ
い

(

本
多
み
と
り

理
事

)

、
第
１
次
訪
問

団
の
派
遣

(

団
長
・
寺

田
満
和
理
事

)

、
被
爆

写
真
展
の
開
催

(

佐
々

木
愛
子
理
事

)

に
つ
い

て
の
決
意
表
明
が
あ

っ

た

。
最
後
に
藤
田
洋
三

副
代
表
理
事
が

「
楽
し

く
地
道
に
２
年
度
の
活

動
展
開
を

」
と
挨
拶
を

し

、
閉
会
し
ま
し
た

。

長
か
ら
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
続
い
て

、
0
5
年
度

活
動
報
告
案

(

坂
本
光

裕
理
事
・
事
務
局
次

長

)

、
同
会
計
報
告

(

今
村
常
任
理
事
・
事

務
局
長

)

、
監
査
報
告

　
　
　
　
地
道
な
活
動
の
持
続
を
訴
う

海

生

会

長

ばらの女王らの招へいで
抱負を述べべる本多理事

当 協 会
が 主 催
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平和・教育・経済・相互理解の推進を

ひ ろ し ま ・ ブ ル ガ リ ア 協会　 結成２ 年目に
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お薬か ら訪問介護、デ イサ ー ビ スまでお任せ を

訪問介護、福祉用具貸与、デイサ ービ ス寺小屋チャオ 、ひとみ薬局
（有）ヤマオコーポレーション

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

第
１
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪

問
団
に
つ
い
て
抱
負
を
述

べ
る
団
長
の
寺
田
理
事

　

06年度の活動方針案を発表する今村常任理事

１

、
バ
ラ
の
女
王
と
日
本
語
弁

　
論
大
会
優
勝
者
の
招
へ
い

。

　
　
５
月
１
日
～
１
５
日

２

、
第
１
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア

　
訪
問
団

」
の
派
遣

。

　
　
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬

３

、
第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア

　
訪
問
団

」
の
派
遣

。

　
　
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
で

「
被

　
爆
写
真
展

」
の
開
催

。

　
　
８
月
１
日
～
３
１
日

４

、
第
３
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア

　
訪
問
団

」
の
派
遣

。

　
　
９
月
上
旬

５

、
第
２
期
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア

　
理
解
講
座

」
の
開
催

。

　
　
９
月
～

６

、
協
会
ニ

ュ
ー
ス
の
発
刊

。

　
　
１

、
３

、
５
の
奇
数
月

７

、
協
会
組
織

、
事
務
局

、
協

　
会
ニ

ュ
ー
ス
編
集
室
な
ど
の

　
拡
充

。

８

、
バ
ザ
ー
ル
へ
の
参
加

。

９

、
会
員
同
士
の
交
流
の
場
つ

　
く
り

。

１
０

、
若
者
や
女
性
が
楽
し
め

　
る
活
動
の
展
開

。

１
１

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
留
学

　
生
の
招
待
が
可
能
か
検
討

。

ヴ ェ リ コ ・ タ ル ノ ヴ

第２次・訪問団の被爆写真展について
抱負を語る被爆者の佐々木理事

楽
し
い
活
動
の
展
開
を

、
と
閉

会
の
挨
拶
を
す
る
藤
田
副
代
表

理
事

議案の発表を聞きながら真剣に議案書を
見る右から中原、木谷、田川、坂本氏ら

写
真
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

「
被
爆
写
真
展
展

」
の
成
功
を

ォ 大 学 と 広 島 大 学 の 交流の 架け 橋に

カ

ザ

ン

ラ

ッ
ク

の

「
バ

ラ

祭

り

」
に

も

参

加

８
月

6
月

２
０
０
６
年
度
・
活
動
方
針

０
６
年

度
総
会
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ばらの女王と日本語弁論大会優勝者を みんなで歓迎しよう

大関・琴欧洲の 国・ブ ル ガ リ ア と の 友情を 深く

　ご 来 賓 の 　ごあ い さ つ （要旨）

　ただいま御紹介いただきました広島市国際交流担当の立通
と申します。「ひろしま・ブルガリア協会」の２００６年度総会の開
催にあたり一言御挨拶申し上げます。
　「ひろしま・ブルガリア協会」は、昨年7月に設立されましたが、
これまでブルガリアの生活や文化を紹介する「ブルガリア講座」
や料理教室を企画されるなど、積極的に事業に取り組まれてき
ました。今年も、ブルガリアの「ばらの女王」と日本語弁論大会
優勝者の招聘、「第１次・ブルガリア訪問団」の派遣、カザンラク
市での「被爆写真展」の開催など、盛りだくさんの活動を予定さ
れており、広島とブルガリアの架け橋として、市民レベルの交流
の推進に大きく寄与されています。
　本日も、午前にブルガリア料理教室と昼食会が催され、私も
参加させていただきました。昼食会では、ヨーグルトを使用した
ブルガリア料理の美味しさと味の奥深さに感激するとともに、こ
のような興味深い催しを通して、市民の皆様のブルガリアへの
親しみが増していくことを実感いたしました。
今後とも、皆様方をはじめ、関係者の方々の御支援、御協力に
より、広島とブルガリアとの相互理解が進展し、友好関係が一
層深まることを心から願っています。
　最後に、「ひろしま・ブルガリア協会」の一層の御発展、並び
に御臨席の皆様のますますの御活躍と御健勝を祈念いたしま
して、御挨拶とさせていただきます。

財団法人・ひろしま国際センター
　事務局長 兼 交流部長
    　　　　　　　　   　　 佐々木 正善　氏

　昨年、私が県立広島大学におります時に、今村さんが訪ねて
こられました。協会設立の時、ブルガリア協会のメンバーの数も
少なく気にかけていましたが、会員数も７０名近くになったと聞
き、順調に協会が動き出していることを、ととても喜んでおりま
す。
　広島県には二国間交流団体の数が把握しているだけで６５あり
ます。その中で、ひろしま・ブルガリア協会が一番新しい協会で
はないかと思います。多くの協会が文化交流、相互訪問また、来
日された若い方のお世話をされ、企業などで事務局をしているも
のも多くあります。世界の秩序と安定面からみても人と人との交
流の積み重ねがどれほど大切かは歴史が証明しています。ま
た、国境を越えて様々な人と交流をすることは、どれほど私たち
の心や生活を豊かにしてくれるかは、すでに皆さんも身をもって
体験されていることと思います。
　ブルガリアは正式にはリパブリックブルガリアですが、大相撲の
琴欧洲の活躍で、テレビなどでブルガリアの文化や生活が紹介
される機会が大変多くなり身近に感じる、とてもいい時期にありま
す。
　ブルガリアは、毎年１千万人前後の方がヨーロッパなどから黒
海沿岸の美しい自然などを求めて訪れる地です。ぜひ会員の多
くの皆さんも、その良さをご自分の目で確認してみていただきた
いと思います。そしてブルガリアは将来、経済的にも大変注目を
浴びる国でもあります。
　今、ヨーロッパではEＵが、東へ東へと拡大していっています
が、ポーランド、チェコなどの中欧、と言われている国々がEＵに
加盟した後、ブルガリアは来年一月にEUに加盟すると言われて
おります。既存のＥU加盟国に引っ張られる形でブルガリアなど
の経済は飛躍的に成長していく、と言われております。
　ブルガリアは農業国でありまた、食品加工や石油化学などの工
業国でありますが、スイスのネスレ、フランスのダノンなどが食品
関係で投資しています。今後は製造拠点としても多いに期待さ
れます。
いま、こうしてブルガリア経済のお話をしました。現在、広島の二
国間交流団体の交流は文化交流が柱になっています。それに
は様々な理由がございますが、私の希望といたしましては、文化
交流を柱としながらも、可能であれば広島とブルガリアの経済関
係者も巻き込んで巾広い交流関係を築いてほしいと思っており
ます。

広島市留学生会館

　　　　　　　　館　長

　　　　　　　　　　　　　 田中　春彦　氏

広島市国際平和推進部
　国際交流担当課長　松本良徳様・代理

　主事　　　　　　　　　立通　敦子 さん

みんなが主役 各自の 個性、特徴を発揮して素晴らしい出会いと素敵な国際貢献を

  ご紹介いただきました広島市留学生会館の田中です。これま
で広島大学（教授）に勤めていました。退官の際に、何か国際
交流関係のことにかかわりたい、と思っていたところ当会館が
館長を公募していましたので応募したところ採用になり、留学
生の支援や国際交流・理解の場の提供などに携わっていると
ころです。
　ひろしま・ブルガリア協会では、これまでブルガリア訪問団の
派遣やブルガリア理解講座、料理教室などの開催など、多彩
な交流･協力活動を展開されている、とのことに敬意を表したい
と思います。
　なお、当留学生会館は、留学生の生活を支援するとともに、
留学生相互の交流、留学生と市民との交流など多様な国際交
流や国際協力を推進することを目的とし、居住施設と交流施設
を併せもつ施設として平成１３年４月１日に開館いたしました。
　これからも当留学生会館をご利用になってください。私たち
でできることがあればご協力いたします。
　本日は、２００６年度の総会、おめでとうございます。ひろしま・
ブルガリア協会の益々のご発展とご活躍をお祈りして、ごあい
さつに代えさせていただきます。

５月１日～１５日　　　　ば らの 女王が 広島へ

第３０回　ひろしまフラワーフェスティバルにも参加

日
本
語
弁
論
大
会
優
勝
者

と
と
も
に
当
協
会
が
招
待

　２００５年度・ブルガリアばらの女王・プラメナ・イヴァノ

ヴァさんと日本語弁論大会優勝者・エミリア・コレヴァさ

んが、当協会の招待で５月１日から広島を訪れます。

　２人が広島滞在中には、広島市のＦＦへの参加

や呉市、安芸高田市、宮島などを訪問し４大学、

中・高校などで交流する予定になっています。
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広島と ブ ル ガ リ ア の さ ら な る 友好交流を 目指し て

第 １ 次 ・ 第 ２ 次 の ブ ル ガリ ア 訪 問 団 の 派 遣 を 成 功 さ せ よう！！

ナ
ス
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
ソ
ー
ス

豚
肉
と
野
菜

と
卵
の
料
理

美
味
し
い
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
に
舌
鼓

協会役員
会　長：海生 直人 広島修道大学・教授　　　　　　  　　　代表理事：佐々木 典明 ㈱中国放送・顧問
副代表理事：藤田 洋三 ㈱日本ブレスト・総務部長　　　常任理事・事務局長：今村　功 HIES・代表

▼
昨
年
7
月
8
日
に
広
島
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
産
声
を

挙
げ
た
当
協
会
も

、
2
年
目

に
入
り
ま
し
た

。
実
質
的
に

は
９
か
月
で
す
が

、
こ
の
間

に
理
事
・
幹
事
会
を
6
回
開

き

、
役
員
の
声
を
結
集
し

、

多
く
の
会
員
の
協
力
を
受
け

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た

。

会
員
も
徐
々
に
増
え

、
幹
事

以
上
の
役
員
だ
け
で
も
3
7

人

、
会
員
や
家
族
会
員

、
法

人
会
員

、
特
別
会
員
を
含
め

る
と
計
6
7
人
・
社
の
陣
容

と
な
り
ま
し
た
▼
具
体
的
な

活
動
の
中
で

、
最
も
人
気
の

あ

っ
た
の
が

、

「
ブ
ル
ガ
リ

ア
料
理
教
室

」
と

「
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
料
理
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
む
会

」
。
女
性
の
方
々
が

腕
に
よ
り
を
か
け
て
楽
し
そ

う
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
つ
く

り
に
挑
戦
す
る
姿
は

、
微
笑

ま
し
い
も
の
で
し
た

。
引
き

継
い
で
開
か
れ
た
料
理
と
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
会
で
は

、
参

加
者
は
文
字
通
り
美
味
し
い

料
理
を
食
べ
な
が
ら
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
▼
2
0
0
6
年
度
も

「
楽
し
い
思
い
出

、
素
晴
し

い
出
会
い

」
を
綴

っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す

(

功

)

。

編集後記

　
協
会
ニ

ュ
ー
ス
も

お
陰
さ
ま
で
第
5
号

を
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。
今
回
は

、

2
0
0
6
年
度
の
総

会
と
総
会
記
念
の
ブ

ル
ガ
リ
ア
料
理
教
室

を
特
集
し
ま
し
た

。

料理を食べた後は男性も女性も嫌わず参画の精神で後片付けを

初めてのブルガリア料理を味わうメンバー

腕
を
振
る

っ
た
料
理
人
た
ち

メ
ニ

ュ
ー
は
５
品

各自が好きなだけ試食を

レストラン並み
でしょう！！

ブルルガリア
の代表的料
理・ムサカ

美味しそうに食べる姿
を見るだけで満足？

　料理好きの米山理事（右から２人
目）に掛かっては、東欧の国・ブル
ガリア料理もお手の物。次々と作ら
れていった


